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1，目的

　日本における建築物は 日本人の配色感情に基づき

彩色されて い るの が原則と思われ る （
一
部の 国際関

係の ものを除く）。しかし、国際化が促進されて き

てい る現在、El本の国内におい て 、至る ところに外

国人が目につ くこ とは珍しくない。その 申で 、特に

東南ア ジアか らの人々 が圧倒的に多い ように思われ

る 。 ところで、日本人に合 っ た配色は外国人に適合

した色彩感情を生 じさせてい るのであろ うか。今回

は、建築物の ロ ビーの 床の配色効果につ いて、日本

人と中国入との 色彩感情評価の比較を試みた 。 更に、

色彩感情に及ぼす主要因に つ いて も検討を試みた。

2 ．方法

く装置及び実験状況 〉 ：実験は暗室内に設置された

ス クリーン （縦 177cmX横176  ）上にス ライ ドプ ロ

ジェ クターにてロ ビーのカラースライ ドを投影す る

方式によ り行われた 。 観察距離は446  〜 567  。集

団実験 （5〜10名 ）。 両眼視 。 顔面非固定。 各被験

者の評価はSD法 （24尺度、7 段階評定）により行わ

れた 。

〈 刺激〉 ： 『建築業協会賞作品集』 （財団法入建築

業協会発行）に掲載されて い る ロ ビー
に関する写真

より一
定の基準に基づ い て 5枚選出し、これ らをイ

メージス キャ ナー （JX200）によっ て取 り込み 、コ ン

ピ ュ
ータグラフ ィ ッ クス （ARTsr舟〜；三菱レ

ーヨ ン製）

によりロ ビーの 床の 色の みを以下の ように変化させ

カラース ライ ドを作成した 。 各場面とも、色相は、

赤、黄、緑、青、紫の 5条件、彩度は、高、中、低

の 3条件、計 15 条件である （図 1参照）。刺激条

件は、場面 （5 ）×色相 （5 ）× 彩度 （3 ）＝75条

件に、それぞれの原図 5条件を加えて 、全部で80条

件で あ っ た。

〈手続き〉 ；被験者は日本人大学生の 男性15名、女

性27名及び中国人留学生等、男性13名、女性 7名で、

計62名で あ っ た。なお中国人被験者には中国語版の

評価記録用紙を使用した。被験者の評価記録用紙の

前にある照明用ボ ッ クスの 中には用紙記入の不便を

最小限除去で きる程度の照明がなされた。刺激の提

示順序は各刺激場面につ き、基本的にはランダム 。

1つ の 刺激の 提示時間は原則的に約1．5分間以内 。

3 ，結果及び観察

　日本人と申国人の各データに関 して 、別 々に主因

子法によりバ リマ ッ クス 回転し因子分析を行 っ た 。

日本人につ い ては 4因子、中国人では 3 因子を抽出

した。結果としては、日本人の第 1因子は親 しみ易

さの 「評価性」 、第 2 因子は 「開放感」、第 3因子

は新鮮 さの 「現代性」、第 4 因子は派手さの 「誘目

性 」 の 国子と考えられ、中国人の第 1因子は日本人

とほぼ同様の 「評価性」因子が得られた ものの 、第

2因子は日本人の 第2 と第 3 因子を併せた もの と考

えられ る 「開放感 ・現代性」が抽出され、第 3因子

はほぼ 日本人と同様の 「誘目性」 の因子であっ た。

その累積寄与率は 日本人が計4 因子で65．8％、中国

人が 3 因子計61．9％ となっ て い る 。 それ ぞれの 因子

負荷量は 、表 1に 示す通 りで ある。

　今回の分析では日申両方とも
一
致して いる 「評価

性 」 と 「誘目性 」 の 因子だけを取り上げ、それぞれ

合成得点を求め、両国人につ い ての比較 をすること

にした。

　全体の傾向を更に分析するために、各原図を省い

た75刺激に関す る各合成得点を目的変量と し、 厂色

差 」 ＊、「輝度差 」、 「色相 」 、 「彩度 」 を説明変量

として 、数量化 1類の分析 を行 っ た。「色差 」 と 「輝

度差 」 は ロ ビーの 床と壁面の 「色差 」 、 「輝度差 」

の こ とで、平均値を 1、標準偏差を α とする と、2
一

α 以下の もの 、 正
一

α から 2までの もの 、 1から

＊ なお、この 色差は UVW 表色系の色差式に基づ き

算出した 。
Lab 表色系の 色差式に基づ くもの と

の相関は 0 ．74 である。
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王＋ α の もの、1 ＋ α 以土の もの の 4 段階に分けた。

ig−一‘因子 （評価性因子）の合成得点を目的変量 とし

た時、日本人の場合、重相関係数は0．82、中国人の

場合、重相関係数は0，71、第三因子 （誘目性因子 ）

の合成得点を目的変量 とした時、日本人の 場合、重

相関係数は0，90、中国人の 場合 、重相関係数は 0，86

とい う高い 値を得た 。各カテゴ リ ・ウ ェ イトは図 2

及び図 3に示す通 りである。

　数量化 1類による分析か ら、次の ようなこ とが明

らかになっ た。

　  床と壁の色差が大きい と、誘目性が低く、評価

性が高 くなり、その逆になる と、評価性も低くなる。

色差の 平均値以上の ものが日本人にも中国人にもプ

ラ ス に評価 され易 く、平均値以下の低彩度の ものに

対 しては日本人はプラス に評価する 。

　  輝度差の 方は平均値前後の ものが両国人共に好

ましい が、ここで は誘目性の 影響が見られない 。

　  色相に関しての 評価性の 順序は、日本人は赤、

青、黄とい う順で あ り、中国人は緑、赤 とい う順で

ある。また、日本人は紫、緑とい う順で、中国人は

青、紫、黄とい う順で 、低く評価する 。

　  彩度に関しては、日中ともに低彩度を好ましく、

高彩度 を嫌うとい う同じ傾向を見せるが、日本人の

方が、中国人よ りも、低彩度の方をより好み 、高彩

度の 方を嫌う度合が激しい
。
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　上述の 諸分析か ら見られた現象 をまとめて、次の

ように総括で きると思われ る 。

　 ロ ビーの ような、
一

面 に広がる床の配色を考える

際、日本人を対象にす る場合には、色相よりも低い

彩度の範囲内で工 夫した方が効果的に思われる 。

一

方、中国人を対象にする場合、彩度上の工夫よ りも、

む しろ、色相の 方に着目した方が受け入れ られやす

い と言えるのではないで あろうか 。
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